
テロ被災者支援
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モザンビークのいのちをつなぐ会が取り組んでいる課題④

緊急支援活動～サイクロン・テロ～

目標 支援が行き届かない人たちの生命を守る。



日本も参入する巨大天然ガス開発を背景に、テロ攻撃が激化。

２５００名以上が死亡、避難民5７万人超。2020年12月14日



2020年8月には、天然ガス輸送拠点をイスラム過激派が占拠。



2020年11月に日本語で伝えられたカーボデルガド州テロニュースの一部。



2020年12月には、ペンバ（人口20万人）に、

避難民13万人超が流入。



モザンビーク共和国カーボデルガド州でのイスラム過激派によるテロ攻撃の背景

巨大液化天然ガスの発見と開発
アフリカ最大規模のプロジェクト融資契約

年間1300万トン生産予定の天然ガスの３割は日本の電気・ガス会社が買取。

モザンビーク北部は

貧困度
失業率が高い

モザンビーク北部は

イスラム教が
多い

政治腐敗
エリート層
への不満

北部国境の
文化歴史的
ゆるさ

イスラム過激派思想の流入・集団化

2017年ガス開発地区での最初の攻撃

2008年採掘権
2011年ガス田発見ニュース

2019年ISCAPが初めて声明文を出す

シャーリア法に基づいた
カリフ制国家の樹立

資金源はヘロインや
象牙、密輸品

NOW： ガス開発地区の港を占拠
タンザニア国境も攻撃

投資額は最大25億ドル（2700億円）



当会事務局から徒歩１０分のビーチに、避難民が１日８００人ペースで

船で到着。中には難破し死者を出す船、またコレラ患者も避難民にいる。

イスラム過激派
テロ攻撃の拡大

死者・避難民の
増加、エリア拡散

過激派のリクルー
トが活発化

子供青年は貧困
から過激派に参加
する者が増加

テロ攻撃の悲報が続くなか、過激派に参加する者も増加。子供青年たちの

いのちを守り、安寧を導くため、平和創造活動が必要に。



モザンビーク共和国テロ被災者支援及び平和教育活動

テロ被災者支援実施事業について①

事業名

当会では2015年よりスラムの学び舎・寺子屋及び当会事務局での教育活動を実施。
２歳から３５歳まで１日に20名から50名が通所、延べ通所人数は約150名。

近づくテロ攻撃の銃声。
避難民流入により、一つの家に
30名-40名で暮らす家も増加。

スラムの子供の命を守り、安寧への行動をとる。

子供たちの知的好奇心や向学心の向上 教育に無関心or余裕がない保護者の意識改善

しかし・・・・・２０１９年からイスラム過激派のテロが激化、拡大。

もともと失業率が7割と
高いがコロナ不況で
貧困がさらに深刻化。

コロナ

課題
①【命を守る】テロ攻撃地区が拡大しているため、ペンバ攻撃に備えた避難先

の確保が必要。
②【安寧を創る】イスラム過激派に参加する者（加害者）、拉致誘拐される者

（被害者）が増加する現状を打開する平和教育が必要。

道徳心をベースとした基礎教育や疾病予防、文化教育で、子供たちの知的活力が向上！

目的

お金欲しさに、過激派に
参加する子供若者が増加。

誘拐拉致事件も増加。
テロ



テロ被災者支援実施事業について②被災者支援（避難場所設置）活動

目的 【子供の命を守る】ペンバへのテロ攻撃時に他州に避難し、スラムの住民の命を守る。

対象
モザンビーク共和国カーボデルガド州ペンバ
スラムの学び舎・寺子屋や近隣の住民で希望する者

内容 カーボデルガド州以外の州にまずは一箇所避難場所（土地建物）を確保する。

設置
基準
方法

当会モザンビーク人スタッフ２名による不動産調査（不動産業者がいないので足で調べる）

・信頼できる人がいるエリアであること。

・カーボデルガド州からの避難民に嫌悪感を抱いていないエリアであること。

・ペンバから車での移動距離が１２時間以内であること。

・コスト削減のため伝統的な家屋で良い。

Step1> ナンプラ州、ニアッサ州に出張調査と同時に

不動産の口コミ情報を入手。

Step2> 価格条件から交渉する不動産を選定。

Step3> 持ち主との交渉。

Step4> 契約（持ち主、行政）

Step５> 寺子屋関係者への避難場所情報の共有。

エリア 候補１：ナンプラ州ナカラ周辺 候補２：ナンプラ州リバウエ 候補３：ニアッサ州リシンガ



※赤色が濃いほど子供たちの保護・ケアが必要。

カーボデルガド州

ペンバ

当会事務局所在地

テロ攻撃激化、新型コロナ

ウイルス対策に伴い

地域一体が子供たちの

救済必要地区となっている。

テロ攻撃を受けるカーボデルガド州の外に、避難地区を設置。
＜避難施設設置候補地区＞

ナンプラ州

候補地１：ナンプラ

⇒ペンバから車で５時間と

近いが州都の市街で不動産

価格が高いが安全。

候補地２：リバウエ

⇒当会代表の知り合いの

会社の事務所がある農村。

車で８時間。

ニアッサ州

候補地１：リシンガ地区

⇒ペンバから車で10時間以上

かかるが、不動産価格が安く

当会ディレクター・マコンデ族の

集落がある。



実施事業について③平和教育活動

目的
【子供の未来の安寧を創る】テロの被害者・加害者にならない意識醸成と、

世界に平和への願いを訴える情報発信。

対象
モザンビーク共和国カーボデルガド州ペンバ
ナティティ地区のスラムの学び舎・寺子屋に通う２歳から３０歳の子供・青年
及びペンバのアーティスト

内容

（１）平和意識を育む： 戦争と平和について＜聞いて、知って、考える
モザンビークにおける戦争の話、いま起きているテロについて、宗教について
学校や友達、家庭で平安な状況をつくるためのコミュニケーション方法や考え方。
（２）平和創造を表現する： 平和の大切さを音楽で世界に発信する
世界平和の重要性を訴求する歌をペンバのアーティストと子供たちで製作する。
世界に向け発信することで平和行動への誇りと自負を強くする。

ペンバのアーティスト：上/ナジャ 下左/ヴァルディ 下右/オズバルド



テロ被災者支援実施事業について④奨学活動

目的 スラムの子供たちが健やかに、笑顔で、学校に通えるようにする。

対象
モザンビーク共和国カーボデルガド州ペンバ
ナティティ地区のスラムの学び舎・寺子屋に通う２歳から３０歳の子供・青年
のうち、奨学用品がない５０名（６歳から１８歳、すでに通学済or通学決定者）

内容 公立学校に通うための奨学用品の配布。

配布
物

＜配布するもの＞ 各５０セット

■規定の制服（路上の裁縫屋で縫製）

→制服が買えずに学校に通えない

子どもが多いため。

■ビーチサンダル（路上のサンダル屋で購入）

→履物が買えず、はだしで生活しているため

■スニーカー（中国雑貨店で購入）

→屋外授業で靴が必要なため

■かばん（中国雑貨店で購入）

→かばんが買えずレジ袋を使っているため

■ノートとペン（資材屋で購入）
→筆記用具が全く足りてないため


